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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第３四半期連結
累計期間

第33期
第３四半期連結
累計期間

第32期

会計期間
自平成28年９月１日
至平成29年５月31日

自平成29年９月１日
至平成30年５月31日

自平成28年９月１日
至平成29年８月31日

売上高 （千円） 39,279,201 42,026,694 52,868,768

経常利益 （千円） 1,283,409 1,047,137 1,678,853

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 766,721 686,513 1,037,139

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 876,015 649,449 1,203,845

純資産額 （千円） 7,411,334 8,209,404 7,739,165

総資産額 （千円） 17,232,662 18,016,308 17,311,748

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 53.48 47.88 72.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 43.0 45.6 44.7

 

回次
第32期

第３四半期連結
会計期間

第33期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成29年３月１日
至平成29年５月31日

自平成30年３月１日
至平成30年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.58 4.12

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、いずれの期間も潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

４．当社は、平成30年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国を中心に先進国は良好に推移しました。中国等、新興国も

先進国経済に引っ張られる形で総じて底堅い動きとなりました。しかしながら、第３四半期に入って米国の保護主

義の動きが強まり米通商政策への懸念が増大し、また、米国を始めとした世界的な金利上昇の動きやドル高の動

き、そして中東情勢の緊迫化やイタリア政局の混迷など地政学リスクの高まりもでてきたことから先行き不透明感

が強まってきました。

このような外部環境により、販売数量では、インゴットは船舶向け原材料の需要減により、またスクラップは製

錬会社の炉修工事の影響により減少したものの、当社グループの主力取扱商品価格に影響を及ぼす銅価格が、期初

の中国の環境規制や余剰生産能力削減対策等により上昇後、高値圏で推移したことから、当社グループの業績は売

上高420億26百万円（前年同四半期比7.0％増）、営業利益10億84百万円（前年同四半期比35.5％減）、経常利益10

億47百万円（前年同四半期比18.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益６億86百万円（前年同四半期比

10.5％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（非鉄金属事業）

非鉄金属事業の主力取扱商品である銅インゴット、スクラップは販売数量が減少したものの、銅価格が上昇し高

値圏で推移したことから、当第３四半期連結累計期間の売上高は416億70百万円（前年同四半期比7.1％増）となり

ました。

（美術工芸事業）

美術工芸事業では、金製品（仏像、仏具）、キャラクター製品の需要が引き続き底堅く推移したものの、銅製品

関連の需要減少の影響から、当第３四半期連結累計期間の売上高は３億56百万円（前年同四半期比5.7％減）となり

ました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,337,200 14,337,200
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 14,337,200 14,337,200 － －

（注）平成30年７月６日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第二部から同取引所市場第一部に指定されました。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年３月１日（注） 7,168,600 14,337,200 － 1,000,000 － 293,024

（注）普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,166,900 71,669 －

単元未満株式 普通株式     1,600 － －

発行済株式総数 7,168,600 － －

総株主の議決権 － 71,669 －

（注）平成30年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。発行済株式については、当該

株式分割前の株式数、議決権の数を記載しております。

 

②【自己株式等】

平成30年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

黒谷株式会社
富山県射水市奈呉の江12番

地の２
100 － 100 0.0

計 － 100 － 100 0.0

（注）１．平成30年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。自己株式については、

当該株式分割前の自己名義所有株式数、所有株式数の合計を記載しております。

２．当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は200株（株式分割後）であります。

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 － 水野　憲一
平成29年11月28日

（逝去による退任）

監査役 － 内山　俊彦 平成30年３月９日

 

（2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性８名、女性１名（役員のうち女性の比率11.1％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年３月１日から平

成30年５月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年９月１日から平成30年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,148,294 1,845,823

受取手形及び売掛金 5,288,874 6,100,887

電子記録債権 918,450 1,188,294

商品及び製品 952,072 903,845

仕掛品 128,590 144,036

原材料及び貯蔵品 3,242,721 3,120,224

その他 1,651,187 1,806,678

流動資産合計 14,330,192 15,109,791

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,521,121 1,521,121

その他（純額） 725,860 671,547

有形固定資産合計 2,246,982 2,192,669

無形固定資産 13,219 9,912

投資その他の資産 ※ 721,354 ※ 703,934

固定資産合計 2,981,555 2,906,517

資産合計 17,311,748 18,016,308

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,565,872 1,641,098

短期借入金 3,819,830 4,578,300

1年内返済予定の長期借入金 1,103,701 1,058,576

未払法人税等 579,777 81,027

引当金 56,741 61,695

その他 374,434 313,614

流動負債合計 7,500,356 7,734,310

固定負債   

長期借入金 1,978,952 1,980,274

退職給付に係る負債 87,186 92,319

繰延税金負債 6,088 －

固定負債合計 2,072,226 2,072,593

負債合計 9,572,582 9,806,904

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 685,855 685,855

利益剰余金 5,841,245 6,348,548

自己株式 △75 △75

株主資本合計 7,527,024 8,034,327

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 143,362 112,364

為替換算調整勘定 68,778 62,712

その他の包括利益累計額合計 212,140 175,076

純資産合計 7,739,165 8,209,404

負債純資産合計 17,311,748 18,016,308
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年９月１日
　至　平成30年５月31日)

売上高 39,279,201 42,026,694

売上原価 36,674,634 40,040,596

売上総利益 2,604,566 1,986,098

販売費及び一般管理費 924,389 902,064

営業利益 1,680,176 1,084,033

営業外収益   

受取利息 130 956

受取配当金 1,642 1,786

持分法による投資利益 － 12,783

デリバティブ運用益 － 65

為替差益 － 387

受取保険金 360 5,894

保険事務手数料 1,599 1,254

違約金収入 － 4,557

その他 2,983 2,411

営業外収益合計 6,716 30,097

営業外費用   

支払利息 53,356 57,059

持分法による投資損失 3,976 －

デリバティブ運用損 254,895 －

為替差損 85,802 －

その他 5,452 9,934

営業外費用合計 403,483 66,993

経常利益 1,283,409 1,047,137

特別利益   

固定資産売却益 12 －

投資有価証券売却益 － 2,940

特別利益合計 12 2,940

特別損失   

固定資産売却損 389 －

特別損失合計 389 －

税金等調整前四半期純利益 1,283,032 1,050,077

法人税、住民税及び事業税 432,544 346,345

法人税等調整額 83,765 17,218

法人税等合計 516,310 363,563

四半期純利益 766,721 686,513

親会社株主に帰属する四半期純利益 766,721 686,513
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年９月１日
　至　平成30年５月31日)

四半期純利益 766,721 686,513

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 74,205 △30,997

為替換算調整勘定 18,167 △11,748

持分法適用会社に対する持分相当額 16,920 5,682

その他の包括利益合計 109,293 △37,063

四半期包括利益 876,015 649,449

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 876,015 649,449

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の金額

 
前連結会計年度

（平成29年８月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成30年５月31日）

投資その他の資産 38,850千円 38,850千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年９月１日
至 平成30年５月31日）

減価償却費 109,636千円 129,419千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年９月１日　至　平成29年５月31日）

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月25日

定時株主総会
普通株式 35,842 5 平成28年８月31日平成28年11月28日 利益剰余金

平成29年４月14日

取締役会
普通株式 35,842 5 平成29年２月28日平成29年５月１日 利益剰余金

 
(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年９月１日　至　平成30年５月31日）

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月21日

定時株主総会
普通株式 71,684 10 平成29年８月31日平成29年11月22日 利益剰余金

平成30年４月13日

取締役会
普通株式 107,526 15 平成30年２月28日平成30年５月１日 利益剰余金

（注）平成30年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当

額」につきましては、当該株式分割前の金額を記載しております。
 
(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成28年９月１日　至 平成29年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計（注）

 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

外部顧客への売上高 38,901,554 377,646 39,279,201 － 39,279,201

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 453 453 △453 －

計 38,901,554 378,100 39,279,655 △453 39,279,201

セグメント利益 1,637,610 42,566 1,680,176 － 1,680,176

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成29年９月１日　至 平成30年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計（注）

 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

外部顧客への売上高 41,670,399 356,294 42,026,694 － 42,026,694

セグメント間の内部売

上高又は振替高
708 2 710 △710 －

計 41,671,107 356,297 42,027,404 △710 42,026,694

セグメント利益 1,037,176 46,857 1,084,033 － 1,084,033

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年９月１日
至　平成29年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年９月１日
至　平成30年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 53円48銭 47円88銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
766,721 686,513

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
766,721 686,513

普通株式の期中平均株式数（株） 14,336,972 14,336,912

(注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、いずれの期間も潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

２．当社は平成30年３月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

第33期（平成29年９月１日から平成30年８月31日まで）中間配当について

平成30年４月13日開催の取締役会において、平成30年２月28日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　107,526千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 　15円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成30年５月１日

（注）「１株当たりの金額」については、基準日が平成30年２月28日であるため、平成30年３月１日付の株式分割前の

金額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 平成30年７月13日

 

黒谷株式会社  

 

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 陸田　雅彦　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙村　藤貴　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒谷株式会社の

平成29年９月１日から平成30年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年３月１日から平成30年

５月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年９月１日から平成30年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒谷株式会社及び連結子会社の平成30年５月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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